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あらまし：公共図書館の選書業務を巡っては，近年，理論化・一般化することの限界が指

摘されている．しかし，図書館内部で完結した選書ではなく，出版流通分野を

はじめとする図書館外部に注目した選定プロセスについての検討は未だに不十

分である．本報では選書にかかわる外部機関として図書館流通センターに着目

し，そこに焦点を絞り，図書館に本が入る前に行われている外部での選定と公

共図書館内部の選書の相互的な関係に着目し，選書の実態を再検討する．
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1．はじめに

1．1 背景・動機

図書館の業務のひとつに選書業務がある．選書とは，「不特定多数の利用者を想定し，一定

の蔵書構成を実現するために収集すべき個別の資料を選択すること」と定義されている1．こ

の選書に関しては，今まで多くの論者たちの間で研究が進められてきた．近年の選書論につい

ては，第一に「理論としての選書と現場の選書の実態との乖離」，第二に「選書論から蔵書構

成論・コレクション形成論への変化」という現状があるといわれている．

まず，前者は，選書を巡る研究と，図書館における実際の選書の乖離である．根本彰が指摘

するように，選書を巡る研究者の議論と現場の図書館員の議論との間には根本的な齟齬が生じ

てきている2．図書館の選書は各館の裁量で行われるため，現代の選書についての理論化・一

般化は困難である．ただし，歴史的な観点からの選書理論の一般化に関しては，いわゆる価値

論から要求論への変化が明らかにされている．例えば安井一徳による『図書館は本をどう選ぶ

か』3や，とくに河井弘志による『アメリカにおける図書選択論の学説史的研究』4においては，

選書論が歴史的にどう変化したかが仔細に検討されている．

後者の「選書論から蔵書構成論・コレクション形成論への変化」とは，図書館関係者の関心

が選書論から蔵書構成論・コレクション形成論へと相対的に移行したことを示している．すな

わち 1990 年代以降，図書館に収蔵される資料の種類が多様化した5ことによって，図書館関

係者の意識が，書籍のみを対象にする選書論よりも図書館のコレクション全体を対象とした，

より包括的な蔵書構成論やコレクション形成論へと変化したのである．

以上から，選書論は行き詰まっていると一部の図書館関係者から指摘されている6．しかし，

それらは図書館内部の選書のみに目を向けており，図書館外部の機関による選書への影響につ

いてはこれまでほとんど言及されてこなかった．

本報では対象を公共図書館に限定した上で，図書館が収集する書籍が経たであろう「何段階

もの選定」に着目する．選書を図書館内部の行為に限定せず，書籍が出版されてから図書館の



書棚に排架されるまでに通過する出版・流通分野でのそれぞれの選定段階における選定方法や

選定基準も，広い意味での選書であると捉え，それらも含めて公共図書館における選書を検討

する．

ここでは，図書館の外側で行われている広い意味での書籍の選択を「選定」とし，図書館内

部のそれを選書とする．選定には様々な段階がある．例えば，出版社に寄せられた原稿を書籍

として出版する／しない，取次が扱う／扱わない，はそのひとつである．図書館が選書を行う

際には，

① 書評誌，新聞の書評欄，出版社の新刊情報

② 民間 MARC7の販売会社が図書館

に提供する選定カタログ

例：

（１）『週刊新刊全点案内』（以下、

『新刊案内』）：株式会社図書館流

通センター（以下，TRC）により

発行

（２）『ウィークリー出版情報』：

日本出版販売株式会社により発行

（３）『トーハン週報』：株式会社

トーハンにより発行

などの利用が一般的であるが8，そうし

た媒体に書籍情報が掲載される／掲載さ

れないというのも選定の例である．

本報では，これら各段階における書籍（およびそこに載せられた情報）選定の判断基準や選

定方法を聞き取り調査により実証的に検討し，図書館での選書との関係性を明らかにすること

によって，「公共図書館における選書」を巡る議論に新たな知見を加えたい．そこで，図書館

向けの情報サービス業者の一例として TRC における選定に関する調査検討を行う（図 1 参照

9）．

1．2 目的

1．1 で述べた背景および動機を踏まえた上での本報の目的は，TRC が図書館に書籍を送り

出すまでの書籍選定の実態や意図を明らかにすることである．

2．TRC とその業務

TRC は，1979 年に日本図書館協会の整理事業部の業務を継承する形で設立された組織であ

る．設立当初の業務は後に MARC となる書誌データと図書館向けの装備済み図書10の販売が

主であった．現在では多くの公共図書館が，TRC の提供する MARC，『新刊案内』，見計ら

いなど，何らかのサービスを利用して選書を行っている．2010 年 3 月 31 日現在，TRC MARC

を採用している日本の公共図書館数は 2,688 館にものぼっており11，日本の公共図書館全体の

約 80%のシェアを占めている．

次に，『新刊案内』について説明する．これは TRC が図書館に提供するカタログであり，

図書館に特化した新刊書籍の情報を掲載した書誌情報誌である12．掲載される書籍のほぼ全て

に内容紹介が付いており，TRC の倉庫に在庫がある書籍は表紙写真も掲載されている．本誌

は，TRC と契約した図書館に毎週送付されている．

『新刊案内』には，「新刊急行ベル」，「ストック・ブックス」，「新継続」，「単行本・

全集」などの項目がある．「新刊急行ベル」は，図書館で人気のある図書（ベストセラー，利

図1．出版社から図書館までの書籍の流通過程を
示した概念図（簡略）と本報の対象範囲
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用率が高い・リクエストが多いと思われる本）を受注した図書館へ自動的に納品するシステム

である．「ストック・ブックス」とは，図書の納品に関して刊行後の一定期間，一定の部数を

在庫として確保しておき，図書館からの受注に応じて発送するシステムである．「ストック・

ブックス」で紹介される図書には，TRC によっておすすめ度のランク付けがされている．加

えて，「新継続」とは，1 度申し込むだけで逐次刊行物・定期刊行物を刊行の都度，図書館に

自動で届けるシステムである．多くの公共図書館はこうした TRC のサービスを利用している．

3．研究方法

3．1 仮説

本報では，2．で述べた TRC 業務の，『新刊案内』に着目する．現時点で日本には完全に網

羅的な出版情報を掲載した書誌は存在しない．納本が義務付けられている国立国会図書館が提

供する『日本全国書誌』であっても，納本率は 9 割弱程度であり13，したがって網羅的な書誌

の作成を困難としている．そうした状況の中で，TRC は自社の『新刊案内』を最も網羅的な

書誌カタログだと宣伝している14．しかし，「最も網羅的」とは TRC 自身の主張であり，ま

た，網羅的と言われつつも，そこに掲載されている書籍は一度既に TRC によって選定が行わ

れている．本報はこの事実に着目したい．

『新刊案内』における掲載書籍の選定という点に関連して，TRC に関わる資本関係にも言

及しておく必要がある．TRC は 2007 年 3 月に大日本印刷株式会社（以下，DNP）と業務提

携・資本提携を開始し， 2009 年 9 月には DNP の子会社である丸善株式会社（以下，丸善）

とジュンク堂書店との経営統合に合意して，実際には 2010 年 2 月から TRC と丸善は共同持株

会社「CHI グループ株式会社」を設立した．現時点で TRC は DNP の傘下企業となっている．

TRC は，『新刊案内』等を通じて，公共図書館における選書に大きな影響を及ぼしている．

しかし，TRC は私企業であり，同じ DNP 傘下の企業に主婦の友社が存在するように，複数の

出版社と資本・業務上の関連が深い．以上の事情も踏まえた上で，『新刊案内』に掲載する書

籍の選定について，その実態を明らかにする必要があるだろう．

TRC は私企業であり，自社（やその関連企業）の利潤最大化を追求するという目的を持つ．

そのため，利益を出すために自社や自社の関連会社に有利な選定を行うことは必ずしも間違っ

ているとは言い切れない．しかし，仮にそうだとしても，図書館が選書段階において TRC の

選書ツールに完全に依存せずに（あるいは TRC の選定の非公平性を意識していて），TRC 以

外の選書ツールや情報源も利用して選書を行うことも，論理的には可能である．反対に，図書

館が選書段階において TRC の選書ツールに依存して，その他の選書ツールや情報源を活用せ

ずに選書を行うこともありうるだろう．

そこで、本報では以下のように仮説を設定する．

主要仮説：TRC のカタログには，既に図書館員にとって不可視な選定が行われている．

この仮説を検証するための具体的調査概要は，次節で説明する．

3．2 調査方法

3．1 で述べた仮説をもとに，本報では TRC 社員に対して半構造化インタビュー調査を行い，

TRC による事前選定の実態分析を行っていく．

作業仮説は以下の通りである．

作業仮説：

①TRC のカタログに掲載される/されないが決まる要因として，広告料出資の有無や人的交

流の有無が存在する．

②TRC の事前選定を図書館は既に受け入れていると TRC 側はみなしている．



この作業仮説をもとに，次のような質問項目を設定した．

3．3 展望

以上のような仮説，方法に基づいて調査を行い，TRC における事前選定の実態分析を行っ

ていく．それにより，書籍情報が掲載される段階において，TRC が掲載する／掲載しないと

いう選定をどのように行っているのかといった，図書館に書籍を送り出すまでの選定の実態や

意図を明らかにする．当日は，調査の結果を中心に発表を行う予定である．
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【TRC MARC に関して】

・TRC MARC を作成する際に用いられる「TRC の内規」について教えてください．

【『新刊案内』に関して】

・「新刊急行ベル」における出版社のグループ分けはどのように決定されていますか？

・「ストック・ブックス」掲載書籍におすすめ度のランクとして☆が 3 段階で付いていま

すが，例えば☆3 つだった場合，図書館でどの程度（何冊程度）買ってもらえる事を目

安にしているのですか？

・掲載書籍を選定する際に使っている情報源にはどのようなものがありますか？

・『新刊案内』へ掲載する書籍の選定基準を教えてください．明文化していないものでも

構いません．

・『新刊案内』に掲載する書籍を選定する人材は，誰がどのように選んでいるのでしょう

か？

・掲載書籍を選定する体制（人数・チーム編成・選定時間・頻度）と選定のプロセスを教

えてください．

【TRC と他社との交流について】

・丸善株式会社と大日本印刷株式会社から社外取締役を，偕成社と新潮社から監査役を受

け入れていますが，これらの会社と役員レベル以外での人的交流はあるのでしょうか？

【その他】

・図書館への営業はどのように行っていますか？


